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発刊に寄せて

化学研究所の創設

は大正15年 (1926年)

ですから､ 2年後の

平成 8年度には創立

70周年を迎えること

になります.我が匡】

における大学附置研

究所としては6葡目､

京都大学では最初に

設LwEされた研究所で､

｢化学に関する特殊車

宮 本 武 明

項の学理l!およびその応用を究める｣ことを目的として

創設されましたO爾来今日まで､化学の分野で数々の
莱織を挙げ､国際F小二も広くその存在が知られるまで

に成長してまいりましたoLかし､2111J紀に向けて化

学研究所が更なる発展をしていくためには､時代の変

化､学問の進歩に柔軟に対応できる新しい組織への改

組が必婆となってきました｡そこで､平成4年皮に従

来の研究部門を整当!統合して9つの研究大部門と2つ

の附昂施設へと改組 ･拡充を行いましたo各研究大部

門は2-5の研究領域 (研究室)からなり､合計27の

専任研究領域 (研究室)と3つの客員研究領域で構成

されていますO在籍者は､平成6年8月 1日現在で､

教職員191名 (内客員教官6名)､大学院生169名､研

究生 (含研究員)21名で､総数381名の大所帯ですo

海外からの留学生も､外国人共同研究者を含めて約35

名が在籍しておりますo

この新しい体制のもと､研究室はそれぞれ主体性を

維指しながらも大部門の特徴である碩城間の研究協力

によって新しい研究の芽や成果が1つでも多く生まれ

ることが期待されています｡また､(1)学際的研究､

(2)複数の領域が協力する大型の先端的研究､(3)こ

のための後継研究者の育成に重点を置いた研究体制の
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強化を図るとともに､瑞に化学の投先端をEl指すため

の自己変革の努力が求められていますOこれには人的

交流や新陳代謝も重要となってきます｡

一方､21世紀に向けて我が国の学術研究の新たな発

展を図るためには､我が国における学術研究基姫の全

般的な整備に努めるとともに､特定の研究組織につい

て重点的に発情を行うなど､粒界の施先端の学術研究

を批進する域を形成する必要があり､卓越した研究拠

在-センター ･オブ ･エクセ レンス (COB)-の形
成が強く聖まjtていますoそのために必要な経饗を特

別に設置することが文部省を中心に計画さjtていますO

もとより当研究所は化学の主要な分野でCOEを形成
するに十分な優れた研究組織を萌し､卓越した研究英

紙を挙げていると自負しておりますが､これは外部か

ら認知されるべきものであり､自他ともに認めるCO
Eとなるためにはこれまで以上の努力が求められます｡

特に､_T卜当な評州を受けるためには､個人及び研究所

レヘルでの情報の公開が非常に大切になってきます｡

このような現状の直視に基づき､化学研究所も昨年

度より公開言lytt前会を開催することになりました｡これ

は研究活動の公開と在学交流の促進という社会的要請

に応えることを目的として行っているものですO昨年

度は第1回ということで不安もありましたが､多くの

先生方のご協力のお陰で､165名の参加者を得て大変

好評でした｡そこで､本年吐からは広報委員会を設起

して､これを桜極的に支援するとともに､活動の一環

として広報誌 ｢黄築｣を発行することになりました｡

これらはいずれも小田順一前所長の在任崎に党案され

たものですが､｢国公立大学もPRの時代｣といわれ

るようになって既に10年余りが経ち､本学でも既に多

くの部局で広報TfJ動が清雅に行われている現状を想起

するまでもなく､部局としての公報の発行はむしろ過

過ぎたくらいですO新庄一輝也委員長をはじめ､委員会

の先生方のお骨irrりで､広報誌 ｢黄焚｣節 1号が亨帥｣
されることになりましたが､これが化学研究所の一つ

の新しい出発点になればと思っておりますO

化学研究所は創設の経緯から､罪なる研究科に環す



る個性的な研究室が共存し､それが他の研究所やセン

ターにない特徴になっています｡研究分野も､化学を

軸とし､理学､工学､農学､薬学､l垂学に包摂される

広範囲な分野にわたっています｡それだけに､研究領

域関の理解を疎め､互いの個性を高め合って研究を活

性化していくためには､｢黄柴｣のような情報誌は非

糾二大切で､この広報誌がその役割を果たしてくれる

と!yJ待しています｡

大学が行う広報にはいろいろの種類がありますが､

｢黄喋｣ではさし当たり､所内広報的なものと卒業生
や外部の人を対象に､研究所の活動を知ってもらうた

めの社会広報的なものとの二本立てで編集していただ

けたらと希望しています｡

irR後になりましたが､大学が行う改革や新しい試み

は内部の方々の合Jni.二と協力,外部の方々のfEBリ岬と支援

がなければ大きな成柴は期待できません｡フ陥告も--)I

通行とならないよう努力し､大帥 二育てていきたいと

考えておりますので､所内の方々､調光i'(LTL卒来生､

関係各位からの桃極的な苦言や1,nl=言をおJ,Wtいして､創

刊の挨拶とさせていた[=きます｡

追 憶

団 近 三 吾

先日､化研広報 ｢黄柴｣の委員長新庄さんから､7.I,i,'
槻時代の思い出､私の研究にまつわるエピソードある

いは化研や京大全体に対する提言など､何でもよいか

ら寄稿せよとの申し出を頂きました｡退官してすでに

22年余を経ており､全く過去の人間ですので､学内事

情もわかりませんから､提言などおおそれたことを申

し上げる能力はありません｡

退官後12年間､岡山理科大学-大学院の訊兼だけに

行きました後､もはや10年余り､きまって出かけるの

は毎週 1回のロータリーの例会に出席し､少しでも社

会奉仕に努めようとしておるところでして､先日も､

FR近間過になっているフロンについて簡単な解説を､

序でに松本市で起こった猛毒サリンも弗素化合物であ

ることを話したり､軽労働のポランチャ活動にも参加

し､ここ数年抑 ま､町内の老人会の相談役､会長や､

当市 (長岡京)の老人連合会の常任埋却として位後の

ご奉公をして屠る程度で､ものを暫くこともなく恥ず

かしい次第です｡よって高槻時代の思い出の2,3を

申し述べます｡

私が-回目の所長をした時期 (昭39-42)は､前所

Ii後藤先生の時代に宇治移転が決定された後の､移転

の難備段階でして､5研究所長､本部関係者とで構成

する宇治地区整備委員会に峻々出併し､化研が図古館

の設位業務を担当し､その構造について,また一方で

は､化研は諸分野の研究室のLJle合であるので､各研究

室の内部構造は画一形式のものとせず､各研究室希望

の独自構造にしてもらうよう､設計者や工事関係者は

面倒がられるのを強いて施設部へ交渉に行きましたO

また化研は腐食性のガスを使うことが多いので､鉄骨

が丸出しのカ-テンウォール式の吏旺物では困りますと､

設計者の棚橋先生に申したところ､既に建築清の木研

と外観を統一することになっているから駄目だ､鉄骨

については召ら化学屋がよい塗料を考えよと､一蹴さ

れました｡

次に､高槻から宇治に移転するに当たり､当時地域
手当というのがあり､高槻は前所長のご尽力により､

甲地手当をもらっていたのですが､牛治は乙地であり

ました｡それ放甲地にしてもらうため､人耶院へ交渉

に参りましたO大阪にご在職中からTTIi言放のある人が人

事官をして居られたので､入射完で2峻会って事情を

EJlL上げ､その後食研の茶所長や本部の方も協力して

頂き､誹版 官が現地視察をされ､念願が達成されまし

た｡
次に､化研では教授会に相当するものを常任委員会

と乞っていました｡それを教授会と改称しようと､た

だそれだけのことかと思われるでしょうが､当時京大

13研究所で教授会と称しているところは皆撫で､他の

研究所に話をもちかけても､各研究所それぞれにご事

情があって､芦接して下さる所は1,2の研究所だけ

でしたが､とにかく化研は独自に行動する串となりま

した｡改称しようとすると､化研規程､教授会規程､

所長選挙規程を新しくつくらねばなりません｡そのこ

とで庶務部長､課長と何lh三となく打合せをもち､最終

的には奥田総長のご告見をも頂き､制定に漕ぎ着けま

した｡その後､例の学際騒動の後､所長選挙を多分所

内処置によって変更したことがありましたが､現状は

よく知りません｡以上手柄話のようで恐縮ですが､所

長としての職Iil1--の一端を果たしたに過ぎません｡良い

ことばかりではなく悲しい残念なこともありましたが､

勝手なものでそんなの思い出したくありません｡

化榊には秘噂中の堀粉所長の時代に､｢大和会｣が

つくられていましたが､敗搬後は全く機能していませ

んでした｡そんな頃に京大職員組合ストライキを決行

することとなり､化研支部でもそれに従うことか議決
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されたが､私は反対告兄を述べ､ただ一人参加せず職

級を脱退した｡そんなことで引け目を感じおとなしく

謹慎して屠ましたが､たまたま嶺助教授 (後に九大教

揺)､(私も助教授)と雑談して居るうちに､｢大和会｣

に代わるもっと職員間の教餐親睦を図る会をつくって

はということで､年長の私が世話することとなり､磯

貝一般に意見を何ったところ､大方の快さ賛成を得た｡

一方では職員組合もあり､両者の調整としては､職組

の人は新しい会の会軟を出さなくてよいとし､各研究

室代表の委員の顔ぶれも両者の混合であったが､何部

よくまとまったのには､何よりも嬉しく深く感謝しま

した｡そこで気分一新のため､会の名称を変えること

とし､職員一同から公募し､委員会で票決することと

した｡結論として､後藤先生の ｢碧水会｣に決まった

のですが､位か一票の差で ｢四来会｣(よっはかい)

と乞うのがありましたo当時高槻は排水が悪く､阪急

駅前､l窒大前から化研桃内に亘り､雨水があふれ､短

靴を履いて'歩くことができないことがありました｡そ

れで碧水どころか濁水だから碧水会はおかしいとの笑

い話も聞かれましたO一万四来会は､前庭にクローバー

が繁っていたし､陵理工JLl豊の四学部との関係が串柿で

あることを1,折ってのものでしたが､今日となっては申

すまでもなく不適合ですし､宇治川の推f流の近くに在

ることを思えば､碧水会で良かったと胸をなでおろし

て居ります｡それやこれやで初代会長を始め4度の会

長をつとめた懐かしい会であります｡涼飲会は堀尾所

長時代に浦田教授のお叩二話で始まったものですが､今

Elの涼飲会に久しぶりに出席してみますと､さすがに

旧知の方は少なくなりましたが､学生諸君が著しく多

くなり､外国からの研究者が多く､化研が益々発展さ

れることを祈念します｡

退官訴萩の時､余談としておしゃべりしたかと思い

ますが､卒業後1年余を経た頃､恩師野辞先生が糖類

の酒精発酵の中日'iJ体と考えられた7セナルホルモイン

とも称すべき物質 (当時は文献なく､後年英国人が追

試し私どもの論文を引用している)を合成し､これが

発酵する筈だとして､発生する炭酸ガスのin･を測定し

ようとしたが,なかなかガスが発生せず､普地張りに

なって､遂に50時桝一睡もせず､30分ごとに計茄した

が､少JAIL-tjったので諦めて (発酵しない理由は後でわ

かったが)後月イ小ナをして午後3時頃､先生に ｢テニ

スをやりに行ってよいですか｣と申し出たところ､言

下に ｢あほう､早く帰って休め｣と云われたが､2時

Fiりテニスをして帰り､夕食後夕刊さえろくに読めませ

んでした｡アセチレンとアンモニアガスを反応させて

屠ったところ､爆発が起こりガラス管が粉砕し､顔一

両に切り傷や破片が突き込んだものもあり､(幸い択

捉で日はやられなかった)顔をタオルで投いつつ後藤

良遣先lTiに百万遍からタクシーで大学病院に連れて行っ

てもらい､ピンセyトでガラス片を抜き取り､目､弟､

ロを托して誠許され､当今なら差し当たり小型な覆面

レスラ-とIL-.-った情けない姿で,恥ずかしいことでし

た｡

｢黄柴｣の柴と云う字を､恥ずかしながら､宇治に

通い始めて駅の立札を見てJIJ確に覚えたのですが､年

2回の発行ではニュースバリュウは乏しいが､それか

と云って毎月刊では担当者の負担が増大して気の毒で

す.とにかく長続きすることを期待しますO

研究ハイライト

スー パーコンピューターラボラ トリー

金 久 賛

京都大学宇治キャンバスの北端､化学研究所附属核

酸情報解析施設と生物工学ラボラトリーに挟まれて､

これまでの大学の建物とはちJ:つと違った感じの建物

が山現した｡IR奈良線で京都から宇治方面へ向かう
途中､衆福寺を過ぎると右側に見える任天堂の建物に

似ているという人が多い｡これが平成4年2月に竣工

披籍を行った化学研究所スーパーコンピューターラボ

ラトリーである｡そこではコンピューターを分子生物

学という新しい分野で､分散処理という新しい考え方

で､そしてある意味でファミコンに通じるところもあ

るが,誰にでも使い易い道具とすることにより､ヒト

ゲノム解析などFR-先端の研究が行われているO

コンビュ-クーの進歩を見てみると､一方でスーパ-

コンビ'ユータ-に代表される演書‡スピードの限りない
高速化があり､他方ではコンピューターが処理できる

内容として､数値計算だけでなく人間の様々な思考過

程をコンピューター化していく試みがある｡生物科学

の分野は従来はコンピューターをそれほど必要とする

学問分野ではなかった｡しかしながら､1980年代には

いって組換えDNA技術の関与己に端を多さしたバイオテ

クノロジーのめざましい進歩により､DNA塩韮配列

とそれに基づくタンパク群アミノ酸配列の大iIi･のデー

タが､急激な勢いで決定されるようになってきたO医

学 ･生物学ももはやコンピューターなしには発展はあ

り得ないoそこで必要とされるコンピューターはただ
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演%T_処理能力が詫速であるということだけでなく､知
識処F=蛙やグラフイノクス処理といった新しいタイプの

処理と統合されなければならないo生物の聞迫は原FJ!

的に式を計井すれば解けるというものではなく､実験

的に得られた大益のデ-夕から知識を体系化していく

必要があるからである｡

化学研究所では旧 ･分子生物学研究部門､附W,核酸

情報解析施設､旧 ･酸素化学研究部Flほ 中心として､

従来から核酸 (DNA､RNA)とタンパク質に関す
る研究が行われてきた｡昭和60年には化学研究所での

これまでの研究成果を基礎とし､新しい学問分y]'･のiR･

前に対応するため､生理機能設計研究部門が新設され

た (同部門は平成4年度の化学研究所大部門化に伴い､

酵素化学､分子生物学とともに生体分子情報研究部門

へと改組となっている)｡そして､膨大な配列データ

から7.■.lJ-次の生物的な情報を解読し利用するため､化学
71)f究所ではLl獅rl63年より情報高分子僻析システムとい

う名の下に､スーパーコンピューターシステムの槻節
iR'求を行い､平成3年度に中人が認められたCまた､

平成3年度より発足した文部省ヒトゲノムプログラム

の中で､化学研究所は重点領域研究 ｢ゲノム1ti!漸 ｣の

研究拠点地､コンピュータネノトワーク ｢ゲノムネ ノ

ト｣の拠点地となっている｡

化学研究所スーパーコンピューターシステムの位も

基本的な考え方は､輿なる処理を専門とする高性能の

機器を高速のネットワ-クで組み合わせることにより､

これまでにない新しい研究環境を作っていくことであっ

たo♯入された米国製スーパーコンピューターCRA
YY-MPZE/264は､1秒間に10億回の浮動′ト数点
柄井を行う能力をもっている｡演算能力としてはそれ

ほど大規模ではないが､このスーパーコンピューター

の特徴は他の楼器との分散処71B!を実現している点であ

るo例えば､スーパーコンピューターの高速演算処理

能力とグラフィックスワークステーションの画像処理

能力を一体化したクライ7ント･サーバー型のソフト

ウェアとして､量子化学計亨‡を中心としたUnlChem,
分子力学 .分子動力学計算を中心としたQUANTA
/CHARMm (写共)が導入されている｡ マ ッキン
トシュのようなユーザーインターフェースをもったこ

れらのソフトウェアを､自分のワークステーションで

動かしているという感覚で,実は後ろにあるスーパー

コンピュ-クーの能力も利用できるのである｡

このような分散処理を行うため､ラボラトリ-内で

はUltraNetとFDDIが韮幹ネットワークと

して用いられている｡京都大学の研究者は学内ネット

ワークKUINSを通してラボラトリーを利用するこ

とができる｡学外とはゲノムネノトを通じてインター

ネノト接続され､匡】内はもちろん､11卜界中と相互アク

セスすることが可能である.ゲノムネノトの払幹回線

は化学研究所から東京大学と九州大学へそれぞれ結ば

れているoさらに､ス-パーコンピューターラボラト

リーは東京大学庭科学研究所ヒトゲノム解析センター

と共同で､分子生物学関連データーベースの検索 ･解

析サービスを提供している (WWWサービスアドレス

はhttp //www.genome.ad.Jp)｡
スーパーコンピューターラボラトリーは広域ネットワー

ク下でのクライアント･サーバー型ソフトウェ7を開

発し､各種データーベースをユーザーのデスクトノブ

で統合して利用できる環境作りを行っているのである｡
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新教授自己紹介

生まれも育ちも大阪

府､そして通った学校

(/J､･rll･高 ･大) ち

現住所も全部大阪rl'-rlJT

と､これまでの棲息地

が非常に限られた大阪

人､同 格宏です｡今

年の2月に発令になり

ました｡生まれて此の

同 権 宏

かた初対面の人に名前

をJl:_榊に読んでもらっ

たことがありませんが､｢アツヒロ｣ と読みます｡政

利締州 二よると､｢租｣は音読みで ｢ポク｣ですが､

この跳字には気恥ずかしいような良い藍川ミばかりが記
されており､どうもかなり名前負けしているようです｡

また拍近は日本語ワープロの普及が老しく ｢椎｣で困っ

て外字まで作ってくれた人がいますが､一応JIS節
-水難に含まれており､コー ド番号は4B54ですので

念のため｡

約2年間のアメリカ留学を終えて､1975年3月に当

研究所旧分子生物学研究部PtJ(高浪ilVj教授)に､小型

75!,')'性能 (?/I)という誇大広告で､助手に採用してい

ただいて以来ずっと化研にお世話になっており､今年

で20年になりますO機う実験和利は､バクテリオファー

ジ､大腸菌､枯物病原菌､高等植物という具合に時代

と⇒い二変ってきましたが､やっていることはずっと分

子生物学で､DNA校製､逝伝的姐換え､帳写､シグ
ナル伝達などの閉迫を放っています｡

好きなことは山歩き､沢歩き､品採 り｡嫌いなもの

は花請.連絡先 (E一mall)は下の通 りです｡ どうぞ

宜 しくお願いいたします｡

(公用)oka@scl.kyoto-u.ac.Jp

(私用)oka<JCCO2655@nlrtySerVe.OrJP>
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上 Eu 団 寛

らです｡この部門は私が助手になった昭利45年当時ま

だできて日が拭く､試浪 rl端数控が懲陪対しておられる

一方で､L*化学教室が研究所創設以束のつながりから､

早石 修誰任教授の下に助手ポストを一つもっていた

のです｡そんなわけで､私は研究真二そついに所内に

与えられませんでしたが､郡務連絡や諸手続きには宇

治へ出向き､月々のサラリーを北部構内の旧清水研で

いただいたものです｡宇治キャンバスはまた､私が京

都大学入学後一年問通った数頚部宇治分校の地でもあ

ります｡

こうして,もりかえってみますと､私の人生はなぜか

いつも牛泊のキャンバスで新 しいスター トをきるよう

ですDいま一度､角帽の新入生時代､かけLLJ.しの助手

場代に感 じた限りない学問への憧保を呼び光まし､本

棚先桝の新しいページに名を辿ねたいと思っていますo

先gI,'､同弧､後部諸氏の御支援をお願いいたします｡

]読後に､私の趣味一冠句一に託 して今の心境をお伝

えしたいと思います｡

陽よ凧よ 共向かえばまた開く門

動き出す わが胸にあり火噴 く山



界而物性研究部門 Ⅰ 中 原 勝

小生の出身地は山

口ifir.-の漸戸内沖に浮

かぶ大出という′トさ

なミカンの出です｡

瀬戸内海で/ト豆出に

ついで3番目の大 き

さの島は風光明細で

のんびりとしていま

す｡出の近 くには有
名な戦艦 ｢陸奥｣が

沈没 して､記念館が

辿っています｡遠い昔､島は潮の流れの急な漸戸とい

う安術の地を利用した村上水軍の根城でしたoひょっ

とすると自分も縮服の子孫かも知れませんO

高校は本土の柳井にある柳井高等学校にバス､船､

列iEj.､徒歩で通いました｡学区外の遠l朝削也から3%枠

での入試でしたので､非常に不安だったことを北えで

います｡にH二2つもLF,l.立の高等学校があるのにこの講l石
校を選んだ矧trの1つには､大学進学への彰■があった

と濫[.いますoスポ-ツはなんでも好きでしたので､そ

れ以上に讃.'1校野球で全匡‖馴券した高校に依れていまし

た.3年生のrllには応接団の一員としてハスに揺られ

て下関球場まで行きました｡後に西鉄ライオンズのエー

スとなった池永選手の重力を感じさせない剛速球を目

の当たりにし､織年というか､当然というか､我が校

の選手は ｢手も足も出ず｣でした｡悔しい応援から10

年後､同級生が監督をやり,母校は申子園で饗俊勝し

ました.丁峻ソト生が理学部化学教室物理化学研究室の

助手になった頃でした｡

高校時代､フィーJL,ズ'ALを受放された広中平祐先生

の講演を2度も開く機会がありました.偉大な先非に

直接お会いできたのは､数理解析研究所長に就任され

た横会に､高一校の同窓会が京都で開かれたときでした｡

そのとき､助手を続けていた小生に ｢湧源｣と韻でサ

インされた自著をプレゼントしてくださいました｡そ

して､｢今頃は化学でも随分数学が使われているみた

いだねO稲井先生の話を聞いてそう思ったよ.｣とおっ

しゃったことが強く印象に残っています｡

1988年水のゴードン会談に招待されたとき､水の研

究で1=l名なある友人の奥さんが広中先生のごきょうだ

いであることを知り､人生の出会いの不思談さを感じ

させられましたO生まれ育った場所､E馴 打,人との.出

会いは不忠訊なものです｡El々 考えている ｢水分子や
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イオンの定めなき述動のEEE:夕日 に人目r羽の運命 ･緑をダ

ブらせることがあります｡運動は絵にならなくて困り

ますか､分子を扱う化学の重要な要素であると考えて

いますO

憐楼する公務員宿舎に以前住んでいましたので､ふ

るさとに帰ってきた気分ですO皆さん､よろしくお願

いいたします｡

頼機素胡化学研究部門Ⅳ 横 尾 俊 信

作花済夫京都大学名

誉教授の後任として､

7月IEl付けで軒機素

材化学研究部門Ⅳ非晶

lFir糊料領域を担当する

ことになりました｡ま

た､工学研究科分子工

学専攻の協力新座とし

て分子糊料利学識座を

担当することになりま

す｡主な研究テーマは､

非線形工学カラス､ガラスの桃道と物性､ゾルーゲル

法による権能性掛供の合成と評1Jrl)に関する研究であり

ます｡

私の生まれは北海道でありますが､大学は仙台､最

初の任官地は津､そして京都とひたすら南下､西上を

続け､遂に古の都に辿りllきました｡趣味の一つは､

歴史小説を読むことでありますが､約千二百年もの間

日本の歴史の中心であった地で昔に思いを馳せながら

読rl;Jも一興であります｡

スポーツ万能と言いたいところですが､生来運動神

社に恵まれず､あまり多くを暗みません｡碧水会で卓

球､冬場にスケートを少々する程度です｡道産子なの

でスキーはどうかと思われるでしょうが､二十年以上

滑っておりません｡ただし､この辺りで生まれた人の

一生分を中学生までにしたのではないかと思っており

ます./ト学生のときはスキーで学校へ通ったこともあ

ります｡今更､雪のないところから雪のあるところへ

わざわき行ってスキーをする必要はないと想っており

ます｡

非常に得意にしていることにエレクトロニクスや機

械蛸の修理があります.昨今のコンピュータ-化の押

し寄せる波に多少追随出来ない嫌いがあるのも否めま

せんが､私の重要な趣味の一つであります｡現代の

"鋳掛け屋"といったところです｡



その他の取り1,ll'(?)としては般若湯 (甘くなけれ

ば種類をI.'5日つない)をこよなく愛していることでしょ

うか｡揃放して未だ記憶を失ったことがない､と言う

のが自慢の一･つですが､果たしていつまで続くかは疑

問です｡

新米教授でなにかと不安ですが､皆様の温かい御支

技と御鞭桂を賜りますよう何卒宜しくお願い致します｡

新装置の紹介

二次元検出器付X線回折装置

生体介子情報 Ⅰ 畑 安 雄

生命現象の担い手である蛋白質･核酸などの生体7.I.[]'

分子のX線結晶的析から得られる原子レベルでの立体

桃造lfJ報が､その機能や物性の研究に不可欠である.

このような状況から､｢生命科学研究に役立つX宗則Ell

析装lFE;が必安である｣との本学の生物科学研究宅の強

い業豊で､昨年皮に二次元検出器付X線lBr析装虻が化
学研究所に設LTLtされた0

本装LTは､理学社製の高相i:型回転対陰極X線発生

装-['Ei(RU-300)､イメージングプレ-ト二次元検出

器付回析計 (R-AXIS IIC),モノクロメー

ター及びダブルミラー光学系の組合せで構成され､種々

の特徴をもった装位である｡X線発生装置は､蜂点勺

法微細な高郷皮X線が得られる装置で､回折強舷が弱
く､格子定数が大きく､微小な結晶を用いた研究に適

している｡回折計は､高感艇でダイナミノクレインジ

が広く有感両横の広いイメージングプレート (200x2

00md)二次元検出器を備えているので､回折点が多い

生体高分子結晶からのX線回折強度デ-夕を､試料が

X線損傷を起こさない間に迅速に収集できる｡また試

料と検出器Iiilの距維 (FR-大300mm)及び20ステージ角

(殺大300)が可変であるので研究目的に合ったil設題条

件での測定が可能である｡光学系は､グラファイトモ

ノクロメータ及びPt･Nl蒸着ダブルミラーの選択

ができる｡モノクロメータ回折装置は､グラファイト

で単色化した強力X線が得られ､格子定数200A まで

の結晶のTk!])'分脈古Ei則走が可能であるO一方､ダブルミ

ラー匝lV'T装LTiは､全反射収光ビームによる高分恥 別荘

がTFJL能で､より大きな格子定数の試料 (巨大蔓削∃Jilirや

その複合体結晶など)の測定に適している｡装LFEIの制

御およびデータ処理は､ワークステーションIRIS-

IndLg02で行える｡更に､窒素吹きイ小ナ式 (-

180-20℃)及び冷気吹き付け式 (-80-100oC)試料

低温英一pEを備えており､温峻制御下での動的解析も可

能である｡

以上､最新機能を備えた本装置は､既に設置活の四

軸自動回折装lTiと合わせて低分子から超高分子までの

結晶解析を可能にするもので､生物のみならず広い分

野の研究に適用できる装tTiである｡

超微量元素分析装置

界面物性研究部門Ⅶ 宗 林 由 樹

近年､地球環境の化学において､水I団の微立元素と

生態系の関係が注目を集めている.例えば､Mart

1nらはいくつかの海域では植物プランクトンの生育

が鉄の不足によって制IIRされていると主張したO当研

究室ではHt=琶湖水中のヒ素の溶存柾が､'L:i;栄沓化の進

行に伴い､より貢劉生の高い形に変化しつつあるらしい

ことを兄いだした｡しかし､微IiT:元素の動態はいまだ

未知の点が多いのが現状である｡その原因のひとつは､

従来の技術では分析感虹が十分にT.LEiくなかったため､

大証の試料の採取と前処ZiE互に多くの時FL'l]と労力を要し､

また煩雑な分析操作による測定梢皮の低下が避けられ

ないことにある｡

3月に納入された標過装'17Eiは､ほとんどの元素､同

位体に対してpptレベルの定品を可能とする殺斬殺

高感度の元素分析装Ll-Efであるoこれは一般に高分解能

ICP-MSと呼ばれている､日本花子製JMS-P

LASMAXlである｡通常､紙料は水溶液として導

入するD噴顕された試料水中の原子は6000-10000K

の温度の訪韓結合アルゴンプラズマEl=)でイオン化され､

分解能10000の二重収束型空言茄分析副に幹かれるO約1

0年前に登場した四重極型ICP-MSは原子スペク
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トル分析法より100倍ほと高感度であるが､1原子 !ゞi

-17ui5位.の分解能が得られる程度で､El的単原子イオン

と化合物イオンとの分脈ができないことが多い｡高分

脈能TCP-MSは､近揺する化合物イオンとの分即

が可能であり､またイオンの通過効率が講',lJく､壁而か

らの反射イオンによるノイズが低いため､匹r韮極地I

CP-MSと比べでもけた述いに7.i.111酎立である07l硝宝

LpEは､そのポテンシャルを上手く引き山せば､環境中

徴立元素の研究にとって有力な武-2削二なると州待され

る｡

掲示板

お知らせ (図書委員会より)

岡 穆 宏

(1)コンテンツシート･サービスについて

化学研究所囲む室では､研究者の方々の文献は】報入

手の文枝のため､オンライン惰辛剛毅尊ミ(代行検紫)I

CCOD(CurrentContentsフロノピーディスク版)

の提供､コンテンツシートサ-ビスなとを行っており､

それぞれの特性を生かした利用をしていたたいていま

すOこれらのサービスのうち､コンテンツシ-トサー

ビスについて､所内辿絡会で ｢活用されているのかど

うか､また実際に必婆かどうか見直しては?｣という

]:r-.兄が出されました.これを受けて所1JJ;J連絡会でアン

ケートを実施し､各研究領域での利用状況と必安伯に

ついての]7:･兄を耽りまとめたところ､｢よく利用 して

いる｣研究領域が9､｢あまり利用 していない｣研究

根城が6､｢必安ない｣ ｢既に配布を受けていない｣

研究領地が8､｢その他｣が3研究領域という純米を

碍ましたO各研究領域により利flIJ状況は様々であり､

現時点でコンテンツシートサ-ビスの廃しh二ついて議

論するのは妥当でないという結論に適しました｡当両

は､必要としない研究碑城への配布を中止するなど配

布リストの_教鯉i!を行う--)才､より有効なコンテンツシー

トサービスの方法あるいはこれに代わる新しいサービ

スの可能性なとについて国史‡胡卜で検討することになり

ました｡

(2)図毒‡宝の時rErF,け岬｣用について

今年妓当初の所内連絡会において､囲む室のl馴 り外

利用の班望がllJ_I.されましたo時間外利用のiiZ望は以前

よりありましたが､利斥働 向が見極めにくいことや省

埋上の間組などから今まで実施が見送られてきました｡

-8-

今回､改めて11馴iけ岬lJFJの強い安望が.出されたことに

対して､図flf委員会での検討､所内連絡会実施のアン

ケー ト邪教を総て研究所として､時ILriけtサービスを行

うための具体案を作成することが了承されました｡鳩

目11'J外利用の実施にあたっては､利)FJ者の便宜だけでな

く仇災 ･l朋 Liなと､についても十分検討する必安があり

ます.区は‡委員会では現在､嶋間外利用はあくまでも

緊急避緋的な利用を想定し､提供サ-ビスを閲臆と複
写に限り､機械による到rtr.人開館を念預に､必安な設iJl;J

と予r/､管艶上の問退.L箕とその対策なとを調査して､

実施案作成のdf_.欄を進めているところです｡砧終的に

は､化学研究所内での検討を経て､宇治地区五研究TT)-r

の合志:のもとに実施されることになりますO



さ､FJC､US
涼 飲 会

寓 士 薫

化学71)f究所の活発な研究､教育活動の他に伯も哨徴

的なものは碧水会の存在であろうO職出､学生その他

身分を問わず化学研究所に在旅する者は始とすべて加

入している｡ "よく学び､よく仕事をし､そしてよく

遊べ"､をモノトーとする化学研究所の "よく遊べ"

部門を担当している佐伯的お遊びの会である｡春秋の

スポーツ大会､puの掠飲会､冬のマラソン大会と拓年

番ru秋冬にわたって多彩な行中を主催している｡

中でも涼飲会は年に-1女の化研ビアガーデンのオー

プン､しかもど-ルは飲み放週とあって最も人気の訪

い催しであるo例年祇園祭の前後にとりおこなわれる

が今年は7月20日 (水)5嶋すぎより行われた｡今年

は7月初めから舟.;;ミーなIA-さとE川糾)続きで問を今か今

かと待ち焦れていたものだが､IJTL石にこのE=fかりは

雨の降らないことを祈ったものである｡台風7号が近

づくという情報もあったが幸い当日は哨天にもめぐま

れ滞りなく楽しい一時を持つことが.LJi来た｡

セミナ-蓋や講堂の机や椅子を持ち出すことから涼

飲会が始まるOよく学びよく遊ぶ学生さん適のパワー

はすさまじく,あっと言うIF"rH:約20ケのテーブルがlL_ti

架上がり､椅子が並べられる｡拍近ではビールの他に

ワイン､日本酒､ジュースといったものまで用殻され

ておりだんだんと束輩版になってきた｡とはいっても

おつまみはすさまじい勢いでなくなってしまう｡あと

は飲むばかりとなるが､どのテーブルも楽しい笑い声

がいつまでも続く｡名誉教授の先生方とお会いできる
のも楽しみの一つである.今年も団近先生を始め5､

6人川.J許された｡飲んだ後の片付けはいささかおっく

うである｡ここでもヤングパワーが発揮され､みるみ

るうちにテーブルや椅子が片付けられ､ごみも瞬くr,rEH

になくなっていくOいささかの非緋をこめて "近頃の

=荒い者は-･"とよく言われるが,私は涼飲会のたびに

"近頃の若い者も-''という思いにかられる｡】什の中

は捨てたものではないのである｡化研から掠飲会が姿

を消すなんということのないように願ってやまない｡

brlafJylWAl一VI叫IqlⅦlh[Jbl.VIV一叫一W･Vl甘lbLIWWlW一qlQbalfWIqI叫lWlqlV-

-9-



掲示板

平成 6年度化学研究所 公開講演会

一新素材創製への基礎Ⅱ一

京都大学化学研究所と京都リサーチパークは､研究活動の公開と産学交流促進の一環として上記の公開訴状会シリー

ズを昨年より開催 しております.本講演会は､昨年に引き続き､21世紀に期待される権能素材への新たな展開を考

える域を提供させていただきます｡般先端でご活杵の下記の先生方に､それぞれの分野の基礎と今後の展開の可能

性を分かりやすく脈説していただきますので,企業並びに研究 ･教育棟関の皆様のご参加をお待ち申し上げます｡

日時 平成6年11月11日 (金)10:00-17 30

場所 .京都リサーチパーク サイエンスセンタービル

プログラム

開会の辞

特異構造をもつ炭化水素一フラーレン化学の新展開一

有機ケイ素化学に新しい可能性を求めて

宮 本 武 明

小 松 紘 一

玉 尾 暗 平

常識的反応と反常識的反応 :新しいエナンチオ選択的反応を例として 富 士 桑

生体触媒を利用するエナンチオ選択反応-d体とP体の作 り方一 大 野 博 吉

新規酸化物超伝導体の化学設計と高機能化 岸 尾 光 二

薄膜作製法を用いた無様材料の創製 坂 東 尚 周

開会の辞 高 野 幹 夫

懇親会

定 員 100名

参 加 教 鞭料

テキスト代 3,000円

懇 親 会 批 3,000P:J(希望者のみ)

申込 み 先 T,i.i)' uLT･ 幹 夫

TEL O774-32-3419

FAX O774-32-3419
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異動者一覧

平成6年 1月16日

[教育職]

･荻原 淳 帝京大学匪科学研究所附属ヒトゲノム

解析センタ-助手 配匙換

(生体分子情報研究部P■川】肋手)

平成6il三2月1El

[数育職]

･岡 柚宏 生体分子帽抑酢究部門U教授 昇任
(生体分子情報研究部PL川 助教授)

平成6年 3月31EI

[教育JrRl]

･作花 澱夫 何年退職

(和様素材化学研究部門IV教授)

(4/1イTJ 柿=)F-二L菜大学教授)

･林 宗市 停年退職 (界面物性研究部門Ⅰ助教授)

(4/川 El本クレイ株式会社顧問)

･木山 利雄 停年退職

(!Fif-機素利化学研究部r】̀川】助教授)
(4/1171 生砧関与岩淵学研究所学術顧問)

･河口 昭義 辞 職
(軌道的析韮礎研究部門ul助教授)

(4/1イ勺 立命f(L'r:大学牡工学部数授)
I,卜原 iFJ_北 定年退職

(構造附析迎碇研究部門m数紗俄員)

[行政職]

･北尾 智L.J美 辞 職 (経理課経理掛)

平成6年4月1El

[教育職]
･上田 l習蒐 生体反応設計研究部門Ⅲ教授 昇任

辻 iL杓

浦山 健治

梶 弘典

五斗 進

根本 紀夫

桑原 淳

(L宏学部助教授)

桃造脈析韮脚 1JF究部門Ⅲ助教授 昇任

(構造解析韮礎研究部門Tn助手)

桃遊脚析韮礎研究部門D]助手 新規採

用

糊料物性基脚 lJf究部門n]助手 新規採

用

生体分子情報研究部門Ⅲ助手 新規採
用

九州大学工学部教授 昇任

(木川榊勿性基礎研究部門 Ⅰ助教授)

徳島大学薬学部助教授 昇任

(生体反応設吉t研究部F■=1助手)

[行政職]

山崎 一博 総務課長 昇任

(=学部総務吉即製長補佐)

平元みさえ 総務課図番掛長 転任

(滋賀医科大学教務部国宝‡潮ミ逆用係長)
八木 走行 総務課庶務掛主任 配置換

(理学部人事キト主任)

長野 敏 経理課業務掛主任 配置換

(蛙学部附属柄院J'旨当主課施設掛主任)

･浅町 矧逢 経理課業務掛主任 配LeiE換
(理学部施設掛主任)

･水■L-3 瑞穂 経理吉M条理掛 配置換

(超高層電波研究センタ-事務掛)

･大井 俊二 経fEB瑚ミ経fEB描卜 配LrEt換

(原子炉実験所祥判!課ノ馴立掛)
･佐相 広明 総接課国許掛 新規採用

･小谷排太郎 大聖指卜男様センター事務長 配位換
(総務完黙長)

･急迫佐代子 理学部Bは摺卜長 配駐換
(総務課図空目卦長)

･大谷 敏美 滋賀大学会計課開度准卜長
(経理課業務掛主任)

･孜森 務 底学部l汀j尿病院管理課約二工務掛主任
配位換 (擢軍u課業務掛主任)

･森脇 幸司 国際日本文化研究センタ-J'Ei:理部庶務

課企画広報係主任 昇任 (総務課 庶務

掛)

･成井 明徳 霊長頼研究所会計掛主任 昇任
(緑班課程軍l!#卜)

･織田 裕行 III･J属国怨敵h!JJ報サービス喜黙参考調査掛

配道換 (総務課図毒=iH卦)

平成6年6月1日
[数育職]

･森=)l 孝 生体反応設討研究部PEHl助手 絃任
(京都工芸繊緋大学繊維学部助手)

･田中 静吾 生体反応設言l研究部Pl川】助手 新規採

用
平成6年 7月1日

[教育職]

･中原 勝 界面物性研究部門Ⅰ教授 昇任

(理学部助致柁)

･横尾 俊信 !.Rr.一様素利化学研究部rlL川J教授 昇任

(雑機素胡化学研究部門lV助教授)

編集後記

化研JiL､雑 ｢黄媒｣術一号をお届けしますO手にとっ
て見られたご告見こ感想はいかがでしょうか｡次号以

降の広報をさらに魅力的なものにするための建設的な

ご托言をお願いします｡研究所内外からの投豊吉も歓迎

します｡研究交流を似 珪する効果のある研究紹介､あ

るいは研究環境に関するコメントなど広報の記事とし

て有宕溺三なものであればできるだけ採用する方針です｡

当両年 2rillの発行を予定しておりますので次回の原稿
締切は明年-月末となります｡お問い合わせ等は下記

の広報委員までo

広報委員会委員 岩田竜次,同相宏､加藤和街､新庄

排出 (委員長)､杉浦事末位､高野幹

夫､玉尾幡平､宮本政明､山崎-Tit,.
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化学研究所組織図
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